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要旨
本報告の目的は，本学の地域看護総合実習において，地区活動の看護実践能力習得に向けて重
視している教育内容と方法の特徴および学習成果の内容を明らかにし，それらの関連から学士課
程における地区活動の看護実践能力習得をめざす地域看護実習方法を検討することである.平成 
18年度地域看護総合実習を対象に，その教育内容と方法，ならびに学習成果を検討材料とした.
教育内容と方法は，地区活動を構成する看護実践である「家庭訪問を用いた地域の実態把握j，
「地域のヘルスニーズの明確化j，r地区活動の一連の過程の実践」に関して実施した教員の行為
を記述し，記述した内容をその性質ごとに分類し特徴を導き出した.学習成果は，学生が作成し
た地区活動計画内容とレポート記述内容から調べた.
その結果，学生は， r地域活動の根拠となる住民個々の生の声を捉えるため，また住民個々の
意識に働きかけるための手段としての家庭訪問の有効性j，r地区活動計画を作成する上で，常に
根拠となるニーズ・事実に立ち返りながら考えることの大切さj，r地区活動展開の土台として保
健師が対象に関心を寄せることの大切さ」などを経験に基づいて学習していることが明らかに
なった.これらの学習成果をもたらした実習方法，すなわち， r家庭訪問を用いた地域の実態把
握」と「地区活動の一連の過程の実践Jを経験させる実習方法は，地区活動の看護実践能力習得
に有効であると考えられた.そして，地区活動の看護実践能力習得の中核をなす教育は， r学生
が実践する地区活動の質を高めることを意図し，教員もひとりの保健師としての立場で，判断
力・実践力を発揮しながら学生の地域看護実践能力を補う j，r学生が地区活動計画を作成できる
ように，重要となる考え方や手順を具体的に示すj，r実習フィールドの対象者の安全・安心を確
保する」であると考えられた. 
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1.はじめに この地区活動の考え方と方法を地域看護学専門科
「地区活動」とは，一定の地区内に住むすべて 目(必修)の講義・演習・実習を通して一貫し教
の人の健康生活を守ることに責任を持つ立場から 授している. r地域看護総合実習J(以下本実習と
地域社会における生活集団に対して行う，自治体 略す)は，全ての必修科目を終えた段階の 4年次
の保健センター等行政分野に所属する保健師固有 学生を対象に開講している選択科目であり， 10数
の看護活動である.本学の地域看護学教育では， 名の学生がチームを組んで地区活動を実践する過
程を通して，地区活動の看護実践能力の習得をね
*千葉大学看護学部 らいとしている.本実習で実践する地区活動は，
*School of Nursing，Chiba University 地域の実態把握，ヘルスニーズの明確化と，それ 
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に続く地区活動計画作成の過程であり，地域の実
態把握およびヘルスニーズの明確化の過程には前
年度までの地区活動評価を含んでいる.
本実習において地区活動の看護実践能力習得に
向けて重視している方法は 2点ある. 1つは「家
庭訪問を用いた地域の実態把握」であり，家庭訪
問という看護援助の手段を通して地域の実態を把
握するという実践能力習得を重視している.なぜ
ならば，家庭訪問によって住民個々の価値観や生
活実態，それらに影響を与えている地域社会の環
境や文化的背景を捉え，解決すべき課題や解決策
を住民と共に考える過程によって得られる情報こ
そが，地域のヘルスニーズを明らかにする上で最
も重要な情報と考えているからである.地域の実
態把握の過程は情報収集と同様の過程であり，成
木は，情報収集における地区に対する看護過程の
特徴として，地区踏査，調査，既存資料をあげて
いる 1) 実習においてこれらを組み合わせたさま
ざまな方法により地区活動・地区診断を教授して
いる報告2-5)があるが，家庭訪問による看護援助
を実態把握において重視して実施している報告は
見当たらず，本学の特徴的な実習方法と考える. 
2つめに重視している方法は， r地区活動の一
連の過程の実践」であり，地域の実態把握から地
区活動計画作成までの地区活動の一連の展開過程
を実地に経験できるようにしている. ~竜 j畢6) らが
述べているように，地区活動の理解を促すために
は， I地区診断(地域アセスメント )Jなどの，地
区活動の 1構成部分を経験させるのではなく，地
区診断で明らかにしたことを次の地区活動計画に
反映させていくという地区活動の展開過程を経験
させることが重要と考える.実習において，地区
踏査による情報収集や地区診断・アセスメントま
でを実施している報告7-9)は見られるが，地区活
動計画作成までを実施している報告1川ま少ない.
また，地区活動の展開過程の一部である「地域
のヘルスニーズの明確化」に関わる教育は，情報
や実態の統合のさせ方が課題になっていることが
複数の文献によって報告されている 11-13) 本実習
においても課題を感じており，実習方法や実習に
連動する講義・演習の教授方法に創意・工夫を重
ねてきた凶.佐伯は，地域アセスメントの実施は
保健師にとって，地域のニーズを実感して仕事が
できること， トップダウンではなくボトムアップ
の業務展開ができ，仕事の必要性が見えてくるよ
うになり，満足感が得られる 15)と述べている.地
区診断を実施することは地区活動の「実施」の部
分の質を向上させるだけでなく，保健師自身の活 
動意欲の向上にもつながるため重要と考える.看
護実践能力育成の充実に向けた大学卒業時の到達
目標(看護学教育の在り方に関する検討会)日)の
中で，地域ケア体制の充実に向けた情報収集とア
セスメントは自立してできる段階が求められてい
る.つまりアセスメントを統合しさらに活動計画
に反映させる能力は，より実践性の高い能力であ
るが，実践現場では，保健師に求められる実践能
力だといえる.
そこで，本学の地域看護総合実習を素材に用い
て，地区活動の看護実践能力習得に向けて重視し
ている教育内容と方法の特徴および学習成果の内
容を明らかにし，それらの関連から学士課程にお
ける地区活動の看護実践能力習得をめざす地域看
護実習方法を検討することを本報告の目的とする. 
I.地域看護総合実習の概要
地域看護総合実習の概要とレポート課題の内容
を表 1に示す.実習期間は 2週間である.本実習
は，実習フィールドの町の保健師が感じている地
区の健康課題に基づき，地区活動のテーマを設定
し実施している.本年度のテーマは「糖尿病予防
を中心とした壮年期の健康づくり」である.地域
の実態を把握するための家庭訪問対象者は，町の
基本健康診査の結果，糖尿病の項目で「要精検」
の判定になった50歳代の住民計22人である.家庭
訪問の対象者には町と大学との連名による実習協
力依頼文書をあらかじめ郵送し，協力が得られた
者に学生が単独で家庭訪問を行った.その他に，
地域の実態把握の方法として，食生活改善推進員
や医療機関医師など 4名の住民側協力者・関係者
へ面接を行った.地域のヘルスニーズの分析には
グリーンらによるプリシード・プロシードモデル
(以下ppモデルと略す)17)を問題分析の道具とし
て活用した.地区活動計画には，目標，方針，優
先順位が高いと判断した保健事業の計画立案を含
むものとした.実習期間中に立案した地区活動計
画案の現実性を町の保健師と検討するための検討
会の企画，資料準備，当日の会議運営を地区活動
の一部として実施した. 
m.方法  
1.調査対象
調査対象は，平成18年度地域看護総合実習を受
講した学生と指導した教員である.学生は，本調
査に協力の得られた者とし，受講生全員から協力
が得られたため対象人数は11名である.指導した
教員は，本学地域看護学教育研究分野の教員 5名
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表 1 平成18年度地域看護総合実習の概要 
I.実習目的 地域社会の生活集団を対象とした地区活動について，自分の考えを明確にする 
n.実習目標と目標に対応するレポート課題 II.実習日程 
1 地区活動の展開方法を習得する l事前オリエンテーション(学内) 
1)地域のヘルスニーズを判断することができる | ・実習目的等説明，地区資料の配布
レポート A.既存資料による，実習フィールドにおける I1日目(学内)

実習テーマに関する健康課題および情報収| ・家庭訪問・面接の準備

集項目の整理 I2日目(現地)

レポート B.個人・家族のヘルスニーズの判断に基づく| ・保健師からの説明
地域のヘルスニーズの推察 | ・家庭訪問・面接の準備
レポート C.地域のヘルスニーズの分析 I3 ~ 5日目(現地)
-家庭訪問 
2 )次年度の地区活動計画を作成することができる | ・住民側協力者・関係者への面接
レポート D.地区活動計画作成 I 6日目(現地) 
-ヘルスニーズの集積・分析
3 )保健師等との検討会を企画・実施し，地区活動計画を -ヘルスニーズについて保健師との意見交換 
明確にすることができる 7・8日目(学内)
-地区活動計画作成，検討会準備 
2 	地域社会の生活集団を対象とした地区活動についての自 9日日(現地)
分の考えを明確にする -保健師等との検討会
レポート E.地区活動計画案の評価および地区活動につ
いての自分の考えの明確化 
N. レポート課題の詳細

レポート A.(実習開始 1週間前のオリエンテーションにて提示し，実習初日までに仕上げる)
 
1.実習テーマに関連する「①問題または対応が必要」と考えたこと，もしくは「②望ましい，もっと強化
したい」と考えたことを資料から読み取って書き出す.考える基となった資料(どの資料のどの部分，何
ページから読み取ったか)を示す. 
2. 	 1の内容への対応や強化方法を考えるにあたり，必要な情報収集項目を，実習中に関わる対象者・関係
者毎に書き出す.
レポート B. (家庭訪問終了毎に仕上げる) 
1.家庭訪問をした世帯のヘルスニーズ(今後必要と考えられる援助)と次回援助計画を示す. 
2.家庭訪問による援助を通して捉えた地域の実態や世帯のヘルスニーズから推察した地域のヘルスニーズ
(地区活動として取り組みが必要と考えられること)と，それを考える基となった「地域の実態(根拠)J
を分けて記載する.
レポート C.(各自が仕上げた上でグループ作業に臨む) 
1.個々への援助を通して推察した地域のヘルスニーズを考える基となった事実のみ(家庭訪問により捉え
た生活実態や健康問題，資料から収集した情報)をプリシード・プロシードモデルの構造図(枠組み)に
書き出す. 
2.上記の各事実について，枠の中の事実で類似するものをまとめ，枠の外の事実聞の関係性(原因と結果)
を構造的にみることにより，取り組むべき「地域のヘルスニーズ」を考えてみる.考えた地域のヘルスニー
ズを，根拠とした事実がわかるように示す.ヘルスニーズが複数ある場合は優先順位を考慮し列挙する.
レポート D. (各自が仕上げた上でグループ作業に臨む) 
1.地区活動の目標(長期・短期)及び方針の案を示す. 
2.次年度の保健事業計画案:その保健事業を選んだ理由，目的，目標，対象，実施方法と従事者，評価計
画を示す.
レポート E. (実習終了 3日後に提出) 
1.保健師等との検討会を経て，自分たちの立案した地区活動計画について，新たに考えたこと，見直した
ことを示す. 
2.地域社会の生活集団を対象とした地区活動とはどのようなものであるか，今の自分の考えを記載する.
必修実習終了後に描いた地区活動のイメージ図を振り返り，総合実習を経て新たに気づいた部分，考えが
深まった部分にアンダーラインを示す. 
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である.なお，本実習における指導は，教員が実
習の全期間中，学生の指導に直接かかわっている. 
2.調査方法

教育内容と方法は，地区活動の構成要素とした

「家庭訪問を用いた地域の実態把握j，1地域のヘ
ルスニーズの明確化j，1地区活動の一連の過程の
実践」に関して実施した教員の行為を，実習進行
中に記録した指導メモを参考にしながら想起し，
意図を含めて記述した.記述した内容をその性質
ごとに分類し特徴を導き出した.学習成果は，
「地区活動の展開方法の習得」および「地区活動
についての自分の考えの明確化」について，学生
がグループで作成した地区活動計画内容と，表 1
に示す個人レポート E 1地区活動についての自分
の考えJの記述のうち「総合実習を経て新たに気
づいた部分，考えが深まった部分」の内容を調べる. 
3.倫理的配慮
平成18年度地域看護総合実習を受講した学生
個々に，研究の目的，協力を得たい内容，研究協
力は個人の自由であること，個人情報の保護，協
力依頼の時点で成績評価は終了しており，協力の
有無による評価への影響などの不利益は一切ない
ことを紙面と口頭で説明した. 1週間程度の考え
る期間を設けた後に，研究協力の意向確認書の提
出を求め同意を得た.実習フィールドの町の保健
師には研究の目的，実習フィールドの個別情報を
保護することを口頭で説明し，研究協力の同意を
得た.
町.結果  
1.実習における教育内容と方法の特徴
実践能力を習得するために重視し実施している
教育内容・方法，すなわち IA.家庭訪問を用い
た地域の実態把握j，IB.地域のヘルスニーズの
明確化j，IC.地区活動の一連の過程の実践」に
関して実施した教員の行為を表 2に示す.記述し
た内容を性質ごとに分類した結果， 1学生が実践
する地区活動の質を高めることを意図し，教員も
ひとりの保健師としての立場で，主に判断の部分
で学生の地域看護実践能力を補う j，1学生が地区
活動計画を作成できるように，重要となる考え方
や手順を具体的に示すj，1学生の実習経験の確保
を意図し，教員もひとりの保健師としての立場で，
主に実践の部分で学生の地域看護実践能力を補
うj，1実習フィールドの対象者の安全・安心を確
保する j，1教育的な意図により学生の主体的な学
習や気づきを促す」という特徴が見出された. 
2.実習における学習成果
学生がグループで作成した地域のヘルスニーズ
と根拠とした地域の実態を表 3に，活動方針を図 
1と表 4に示す.保健事業計画は，活動方針①②
③に基づく事業 2つ，活動方針④⑤に基づく事業 
1つが立案された.作成した地区活動計画案につ
いて，町保健師から，実際の地区活動に反映して
いきたいという反応を得た. 1地区活動について
の自分の考え」の内容は，表 5に示すように「対
象地区や対象の発達段階の特性を理解することの
必要性・重要性j，1地域活動の根拠となる住民
個々の生の声を捉えるため，また住民個々の意識
に働きかけるための手段としての家庭訪問の有効
性j，1地区活動計画を作成する上で，常に根拠と
なるニーズ・事実に立ち返りながら考えることの
大切さ j，1地域の全住民の健康度を高めるため，
対象を絞ること，協力者の目標をも考えること，
評価を行うこと，それらを繰り返し活動を広げて
いくことの大切さ j，1地区活動展開の土台として
保健師が対象に関心を寄せることの大切さ」など
が記述されていた.
町.考察
学習成果と教育内容・方法との関連から，学士
課程における地区活動の看護実践能力の習得をめ
ざした地域看護実習方法について考察する.
一つ目に，学生は， 1地区活動の根拠となる住
民個々の生の声やニーズを捉えるため，また住民
個々の意識に働きかけるための手段としての家庭
訪問の有効性(表 5の 2)jを学んでいた.この
学びは， 1住民の生の声・事実を丁寧に分析する
ことにより地域のヘルスニーズを導き出せる(表 
5の 4)jことを学生が経験により学び，また，
「住民個々への援助において，個々の生活や価値
観，意識や行動の段階に応じ，意識や行動に変化
が起こるように働きかけることの大切さ(表 5の 
7)jを学んだことにより得られた学びと考える.
これらの学びを得られるようにするためには，学
生が，家庭訪問により意味ある住民の声や事実を
捉えることができ，さらに，把握してきた情報の
中から意味ある声や事実を逃さないようにするこ
とが必要である.そのため，教員もひとりの保健
師としての立場で，総合実習のテーマである「糖
尿病予防を中心とした壮年期の健康づくり」のた
め必要な情報は何かを考え， 150歳代の人の生活
実態を捉えるにあたり，重要な視点で学生から意
見が出ないものを教員が伝える(表 2のAl)j 
や， 1学生が訪問で得た実態から，地域で対応が 
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表 2 実習における教育内容と方法 
<)…教育内容と方法の特徴を示す 
Al~A8 …「家庭訪問を用いた地域の実態把握」に関して実施した教員の行為，番号は実施の経過(順序)を示す 
Bl~B6 …「地域のヘルスニーズの明確化」に関して実施した教員の行為，番号は実施の経過(順序)を示す 
C1~C7 …「地区活動の一連の過程の実践」に関して実施した教員の行為，番号は実施の経過(順序)を示す
〈学生が実践する地区活動の質を高めることを意図し，教員もひとりの保健師としての立場で，主に判断の部分で学生の
地域看護実践能力を補う〉 
Al 	既存資料から読み取った問題もしくは望ましいと考えたことへの対応や強化方法を考えるために，家庭訪問対象者
および面接対象者から情報収集すべき項目を学生聞で検討する際に， 50歳代の人の生活実態を捉えるにあたり 重
要な視点で学生から意見が出ないもの(職業，仕事ぶり，町特有の食生活など)を教員が伝える. 
A3 	r糖尿病に関して情報収集すること・情報として伝えることJの学生聞の理解を確実かっ統一するための学生間カ
ンファレンスにおいて，重要な情報を強調する言葉かけを教員が行い必要な情報のポイントを絞れるようにする.
情報として伝えることの必要性を確認した「検査データの意味」を説明するための媒体の必要性を教員が判断し，
学生に必要性を説明し学生が作成するよう導く. 
A8 	家庭訪問の報告を受けた後，学生が訪問した世帯のヘルスニーズ・次回の援助計画を考えられるように，さらに，
本家庭訪問で得た実態や本世帯のヘルスニーズを基に，地域で対応が必要なヘルスニーズを考えられるように，学
生の考えを引き出しながら，教員の考えを伝え，方向性を確認する. 
C 1 	実習開始時および実習中に保健師から，保健師が捉えている町の実態や地区活動について説明を受ける際，地域の
ヘルスニーズの明確化や地区活動計画作成に向けて必要と思われる具体的な情報を，学生および教員が理解できる
ように，学生の質問で足りない部分は教員が質問をする. 
C2 	地域のヘルスニーズと根拠とした地域の実態をまとめる際に，地区活動計画の目標を描く上で参考となるよう，健
康課題を解決していた事例については事例ごとに事実やその背景がわかる資料を作成する必要性を教員が判断し，
学生に必要性の説明をし学生が作成するよう導く. 
C6 立案する保健福祉事業の決定理由の保健師への説明のし方を学生とともに考えることによって根拠を明確化する. 
C7 一連の過程を実践する際の根拠とする地域の実態について，学生は家庭訪問により得た実態に集中しがちになるた
め，住民側協力者・関係者への面接や既存資料により学生が把握した実態の中で，参考にすべきものがあると教員
が気づいたものは，ニーズ分析や計画立案の場面で意見として述べる.
〈学生が地区活動計画を作成できるように，重要となる考え方や手順を具体的に示す〉 
B2 学生個々が推察した「地域のヘルスニーズ」と「根拠とした地域の実態」の集積・分析において， r地域のヘルス
ニーズ」と「根拠とした地域の実態」との関連を確認できるようにし，地域のヘルスニーズの分析過程やその後の
地区活動計画作成の過程で，いつでも根拠となる事実に立ち戻って考えられるようにする.具体的には，集積・分
析に用いる「地域のヘルスニーズ」と「根拠とした地域の実態」を記したラベルに，関連が照合できるよう識別用
の共通番号をふる. 
B3 根拠とした地域の実態は，どの家庭訪問世帯の実態であるか，もしくはどの既存資料や面接で得た実態かがわかる
ようにしておき，事例や基となる資料に立ち戻って詳細な状況やデータを確認できるようにしておく.具体的には，
集積・分析に用いる「根拠とした地域の実態」を記したラベルに，把握した情報源(例;家庭訪問事例No，医療
関係者への面接など)を書いておく. 
B4 集積する地域の実態は，表2レポート Cの課題 1と，集積・分析に用いるラベル作成の 2段階で，地域のヘルス
ニーズの根拠とした事実のみを取り出すようにし，集積する実態を重要なものに絞り込む. 
B 5 r地域のヘルスニーズ」の分析は学生が考えた全ての地域のヘルスニーズのラベルが貼り付けられた模造紙を使っ
て，①それぞれの「地域のヘルスニーズ」を意味のまとまりごとに集めその意味を表す言葉を考える.②文章化し
たそれぞれのヘルスニーズの関係性を配置や矢印で示すことにより，地域のヘルスニーズの構造の説明を考える.
③文章化した「地域のヘルスニーズ」ごとの「根拠となる地域の実態」を識別用の番号を手がかりに探し出し，地
域のヘルスニーズとともに資料化する. 
B6 保健師との意見交換を踏まえヘルスニーズを明確化するために，文章化した「地域のヘルスニーズ」それぞれの主
語(主体，援助のすす象)を明らかにするよう促す. 
C3 	地区活動の目標・方針を設定する際，明確化した地域のヘルスニーズのどの部分に対応するものかを常に考えるよ
うに促し，どの部分に対応するものかを考える際には，ヘルスニーズを考える基となった実態・事実に戻って意味
することをはっきりさせるように促す. 
C4 短期目標については長期目標のどの部分に対応するものか，活動方針については長期目標，短期目標のどの部分に
対応するものかを考えるように促す. 
C 5 立案する保健福祉事業を決定する際は，地域のヘルスニーズおよび長期目標・短期目標，活動方針に基づいて，ど
の部分の計画を立案することを重視・優先するか考えるように促す.
〈学生の実習経験の確保を意図し，教員もひとりの保健師としての立場で，主に実践の部分で学生の地域看護実践能力を
補う〉 
A4 	あらかじめ文書を送付している家庭訪問対象者に家庭訪問の了解をえるための電話を学生がする際，対象者から求
められたのではない家庭訪問に対象者が了解してもらえるような，説明の仕方，依頼する態度・姿勢を，対象者の
協力受け入れ状況に応じて教員がモデルとなって示す.
〈実習フィールドの対象者の安全・安心を確保する〉 
A5 家庭訪問における援助の質を保証し，対象者に不利益がないように，家庭訪問後まもなく学生から家庭訪問状況の
詳細の報告を教員が受け，必要な対応を実習フィールド保健師へ報告する.
〈教育的な意図により学生の主体的な学習や気づきを促す〉 
A2 t糖尿病に関して情報収集すること・情報として伝えること」の学生間の理解を確実かつ統ーできるように①学生
各自に自己学習を促し，②統一するための学生問カンファレンスの時間を確保する. 
A6 家庭訪問の報告を受ける際，学生が捉えた情報の中で，対象者や家族・地域の生活実態を把握する上で重要な情報
については，その内容を教員も把握できるように詳細を聞く.また重要な情報が得られたことを学生と確認しあい，
学生の関わりを支持する. 
A7 家庭訪問の報告を受ける際，解決が必要な課題が潜んでいそうな情報を学生が捉えていても，学生が気づいていな
い，もしくは気づいていたがそれ以上援助を発展させられなかったなど援助・実態把握が不十分であった時に，不
十分であることを学生に気づかせ，次はどのようにしたらよいか学生に考えさせる. 
B 1 t地域のヘルスニーズ」と「根拠とした地域の実態Jの集積・分析に入る前に，レポート Cを終えておくことによっ
て，学生個々が考える「地域のヘルスニーズJと「根拠とした地域の実態」を明確にしておくことを指示する.そ
の際，レポート Cの実施前に，学生間カンファレンスの時間を設け，これまでの家庭訪問で把握した地域の実態，
推察したヘルスニーズの情報交換を行い，学生個々の気づきを広げ，考えを深められるようにする. 
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表 3 地域のヘルスニーズおよび根拠とした地域の実態(明確化された11の地域のヘルスニーズのうちの 
1つを示す)
〈地域のヘルスニー ズ〉
身近で起こっている健康問題について知り，それが自分にも起こりうることだということが認識できるよう
にする必要がある

〈根拠とした地域の実態〉

-糖尿病で失明・透析など合併症になった方を知っており，怖いと思っている(事例No.O，0) 

・近所に糖尿病患者が住んでいる(事例No.O，0) 
-近所に脳梗塞などで麻揮になっている人がいるのでそうならないように気をつけようと思う(事例No.O)
-仲間と健康について話したり，身近に糖尿病を発症した人の話を聞いたりして自分の行動を改善した(事例 
No.O，0，0) 
・町で「要精検の人がどれくらいいるのか」と町の統計に関心を持っている(事例No.O)
-血糖値が高くても医師から大丈夫だと言われたので糖尿病は私には関係ない(事例No.O，0，0，0，0， 
0，0) 
・自覚症状がないので危機感がない(事例No.O，0，0，医療機関関係者への面接)
表 4 活動方針の内容(地区活動の方針のO数字は図 1の番号と一致している)
①壮年期の人々が自分自身の健康状態や生活習慣に関心をもてるよう支援する
②家族や地域住民が，生活習慣病の予防が大事であるという価値観を持ち，互いに良い影響を及ぼし合い，健
康的な生活を送れるよう支援する
①住民の食生活を整えるために食生活改善推進員の活動を支援する 
CI糖尿病予防に力を入れた一貫した教育・指導を住民が受けられるよう医療機関医師と連携をとる
⑤健診を受けた人が検査結果から自分の健康状態を正しく理解できるよう支援する
⑥壮年期の糖尿病要精検の人が糖尿病に対する知識を得て，予防の大切さを知り，生活習慣を改善しようとい
う意識をもち，その人に合った適切な生活習慣を送ることができるよう支援する

-壮年期の要精検の人が糖尿病に対する知識を得られるよう支援する

・壮年期の要精検の人が予防の大切さを知り、生活習慣を改善しようという意識をもてるよう支援する
.壮年期の要精検の人がその人の希望・価値観にあった予防策を考え実行できるよう支援する
・壮年期の要精検の人が糖尿病を予防するためにその人に合った適切な生活習慣を送ることができるよう
支援する
¢保健福祉事業における壮年期の参加率が上がるよう，事業の周知方法を工夫する
図 1 活動方針の構造図
必要なヘルスニーズが考えられるように，学生の
考えを引き出しながら，教員の考えを伝え，方向
性を確認する(表 2のA8 )j，つまり「作成する
地区活動計画の質を高めることを意図し，教員も
ひとりの保健師としての立場で，主に判断の部分
で学生の地域看護実践能力を補う」教育をしてい
た.この教育が，家庭訪問を通して意味ある地域
の実態を把握することができるという看護実践能
力の習得を導いたと考えられる.
次に， I住民の生の声・事実を丁寧に分析する
ことにより地域のヘルスニーズを導き出せる(表 
5の 4)j，I地区活動計画を作成する上で，常に
根拠となるニーズ・事実に立ち返りながら考える
ことの大切さ(表 5の 3)jという学びについて
考察する.これら 2つの学びは，課題となってい
た「地域のヘルスニーズの明確化」に関する学び 
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表 5 地区活動についての自分の考え-総合実習を経て新たに気づいた部分，考えが深まった部分一末尾
の( )は学生の人数を示す 
1.対象地区や対象の発達段階の特性を理解することの必要性・重要性
-地区活動をするにあたり，対象地区の特性(産業，生活の仕方，住民同士のつながりの状況)や対象住民
の発達段階の特性(役割，大切にしていること)を理解することが必要かつ重要である (7人) 
2.地域活動の根拠となる住民個々の生の声を捉えるため，また住民個々の意識に働きかけるための手段とし
ての家庭訪問の有効性
-地区活動の根拠となる住民個々の生の声やニーズを捉えるため，また住民個々の意識に働きかけるために
個別のアプローチが必要かっ大切であり，家庭訪問はとても有効な手段である (6人) 
3.地区活動計画を作成する上で，常に根拠となるニーズ・事実に立ち返りながら考えることの大切さ
・地区活動の目標，方針，事業を作成していく際には，根拠となるニーズ・事実に常に立ち返りながら，
ニーズに基づいた具体的な計画を考えることが大切である(5人) 
4.住民の生の声・事実を丁寧に分析することにより地域のヘルスニーズを導き出せる
-地区活動の土台・根底にあるものは，住民の生の声・住民個々のニーズであり，住民の生の声・事実を丁
寧に分析することで具体的な地域のヘルスニーズが見えてくる (4人) 
5.地域の全住民の健康度を高めるため，対象を絞ること，協力者の目標をも考えること，評価を行うこと，
それらを繰り返し活動を広げていくことの大切さ
-事業で働きかける対象や内容を絞り評価指標を具体的に設定して活動すること，事業に関わる協力者に
とっての目標をも考えること，評価を明確に行うことにより，長期間で地域の全住民の健康度を高めてい
くことが大切である (4人)
-地区活動は，看護過程を繰り返しながら，個から集団，地域へ，特定の対象から他の対象へとつなげ，広
げていく活動である (4人) 
6.地区活動展開の土台として保健師が対象に関心を寄せることの大切さ
-保健師自身が住民に深く関心を持ち，個々を理解し，今後どうなっていくのが望ましいかを常に考え，信
頼関係を築いていくことが，地区活動の土台にある(3人)
-事業を実施しでも住民にとっては活用しにくいものであったり，保健師が意識的にアウトリーチをしない
と事業を活用しにくい人がいるという課題が考えられたため，それらの人に関心を寄せたり，事業を発展
させたりすることが大切である (3人) 
7.住民個々への援助において，個々の生活や価値観，意識や行動の段階に応じ，意識や行動に変化が起こる
ように働きかけることの大切さ
-対象者個々への働きかけにおいては，個々の生活や価値観，健康に関わる意識の段階に応じ，対象者が自
分自身で考えられるように問いかけることで，意識や行動に変化が起こるようにすることが大切である 
(3人)
-住民がより健康な生活を送るようになるには，興味をもっ，意識する，行動するなどの段階がある (2人) 
8.住民や他職種と同じ目標・方針をもって住民を支援すること，そのためにお互いの役割が発揮できるよう
協議することの大切さ
-他の職種や住民と協働していくときは，お互いの専門性や立場を考え，それが発揮できるようにすること，
そのため保健師の意図を，根拠を明確にしながら伝えて協議することが必要である(3人)
-保健師活動において他の職種や住民側協力者の力を借りて，協力し合い，同じ目標・方針をもって住民を
支援することが大切である(2人) 
9. そのイ也
・地区活動は事業を計画し適応させることで，住民の健康に向かう力を高め，住みよい地域をつくっていく
ことである(2人)
・地区活動とは常に挑戦する意気込みをもち，忍耐強くかかわる活動である(1人)
・地域特性の把握方法にも地域の特性があることを実感した(1人)
・ヘルスニーズの把握手段として事業の結果が活用できる( 1人) 
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であり，その内容から，学生は，地域の情報や実
態を統合し地域のヘルスニーズを明確化する能力，
および地域のヘルスニーズを活動計画に反映させ
る能力を習得していると判断できる.この看護実
践能力の習得には，これまで当教育研究分野で創
意・工夫を重ねてきた結果として本実習で実施し
た，表2に示すB2----B 6，C 3----5の一連のプ
ロセスによる「学生が地区活動計画を作成できる
ように，重要となる考え方や手順を具体的に示
す」教育により，学生が地域のヘルスニーズの明
確化から地区活動計画立案までの一連のプロセス
を経験できたことが関連していると考える.
三つ目に， I地区活動展開の土台として保健師
が対象に関心を寄せることの大切さ」という学び
について考察する.この学びは，本実習は，実習
フィールドの町の保健師が感じている地区の健康
課題に基づきテーマを設定しており，家庭訪問の
対象者を，その実態が十分に把握しきれていない
と感じていた50歳代の住民としたため，対象者が
必ずしも家庭訪問を求めていたのではないことが
影響していると考える.このように保健師の側か
らかかわりの必要性を判断しかかわりを開始する
行為はアウトリーチと呼ばれ，この機能は行政分
野に所属する保健師の活動を特徴づけるものであ
る18) アウトリーチ活動の基盤となる「保健師が
対象に関心を寄せることの大切さ」を学生が習得
できたことは，地区活動の看護実践能力の習得と
して意義が大きい.この学びは， I学生の実習経
験の確保を意図し，教員もひとりの保健師として
の立場で，主に実践の部分で学生の地域看護実践
能力を補う(表2のA4)j教育と， I実習フィー
ルドの対象者の安全・安心を確保する(表 2のA 
5)j教育の両者があって習得できた学びと考える.
最後に，教育の特徴として見出した「教育的な
意図により学生の主体的な学習や気づきを促す」
は，学生間カンファレンスの時間の確保(表2の 
A 2， B 1) と家庭訪問により援助できたこと，
不十分だったことの学生の気づきを促す(表2の 
A6，A7) という内容であった.この中で，家
庭訪問による学生の気づきを促すことは，必修実
習内の家庭訪問実習においても実施している教
育四)であり，本実習における教育の特徴というよ
りもむしろ，実習において共通して重視している
教育であると考えられる.
以上から， I家庭訪問を用いた地域の実態把握」
と「地区活動の一連の過程の実践」を経験する地
域看護実習は地域看護実践能力の習得に有効であ
ると考えられ，それらを経験する地域看護実習に
おいて「学生が実践する地区活動の質を高めるこ
とを意図し，教員もひとりの保健師としての立場
で，判断力・実践力を発揮しながら学生の地域看
護実践能力を補う j，I学生が地区活動計画を作成
できるように，重要となる考え方や手}I買を具体的
に示すj，I実習フィールドの対象者の安全・安心
を確保する」ことが地区活動の実践能力を習得す
るための中核をなす教育と考えられる.
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